
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭部を支える略矩形状の主体枕と、長手方向が少なくとも３区画され、その中間部を両
端部より若干低くした略角柱状または略円柱状で、前記主体枕の一側部に並べ首部を支え
る補助枕とからなり、これらを１枚の袋体で被包した枕において、
　前記袋体の上面に前記補助枕の長手方向に沿って長方形状

ことを特徴とする枕。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、睡眠時に頭部と頸椎を支え、自然体の寝姿勢を保つことができる枕に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
枕は安眠のために欠かすことができないが、その高さ、形状および硬さ等は使用者の好み
によってまちまちであり、硬さが僅かに違っても安眠できない場合がある。また、冬季と
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で、一端部に開口部を有する
ポケットを設ける一方、蕎麦殻、プラスチックチップ、檜チップ、備長炭、ゼリー状の冷
却物質を充填した冷却シート等の中身が異なり、しかも高さ寸法が異なる複数種類の頸椎
支持芯を用意し、
　前記頸椎支持芯を前記袋体のポケット内に交換可能に選択的に挿入し、頸椎を支えるこ
とができるようにした



夏季とでも、枕の素材によって暑さを感じたり、寒さを感じ、寝付きが悪い場合がある。
【０００３】
そこで、寝具メーカや健康器具メーカとしては、形状、硬さあるいは中身の素材（綿、蕎
麦殻、プラスチックチップあるいは、これらの混合物）の異なる複数種類の枕を販売し、
ユーザが自身の好みによって選択して購入し、使用している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の枕は頭部のみを支えるのが主流であり、また首部を同時に支えるこ
とができるように枕主体の一側部に上部に突出する略円弧状の凸部を一体に設けた形状の
ものが知られているが、人間の頸椎の深さは個人個人でまちまちであり、前記凸部が高す
ぎたり、また低すぎて頸椎を支えることができない。したがって、凸部が異物感を感じ、
十分に安眠できないという問題がある。この発明は、前記事情に着目してなされたもので
、その目的とするところは、頭部と頸椎を支え、また頸椎の深さが個人個人でまちまちで
あっても対応でき、自然体の寝姿勢を保つことができる枕を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　この発明は、前記目的を達成するために、請求項１は、頭部を支える略矩形状の主体枕
と、長手方向が少なくとも３区画され、その中間部を両端部より若干低くした略角柱状ま
たは略円柱状で、前記主体枕の一側部に並べ首部を支える補助枕とからなり、これらを１
枚の袋体で被包した枕において、前記袋体の上面に前記補助枕の長手方向に沿って長方形
状

ことを特徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【０００８】
図１～図３は枕を示し、頭部ａを支える略矩形状の主体枕１と、首部ｂを支える略角柱状
または略円柱状の補助枕２と、これらを被包する１枚の布製の袋体３とから構成されてい
る。主体枕１は、例えば袋体３と同材質の布製の中袋４に中身として蕎麦殻、プラスチッ
クチップ、綿、羽毛等が詰め込まれて形成され、補助枕２も同様に、袋体３と同材質の布
製の中袋５に中身として蕎麦殻、プラスチックチップ、綿、羽毛等が詰め込まれて形成さ
れている。
【０００９】
また、補助枕２は、長手方向が立体キルティング加工によって３区画され、その中間部２
ａは中身の量を若干少なくして両端部２ｂよりも高さが若干低く形成され、首部ｂを安定
した状態で保持できるようになっている。すなわち、寝返りにも自然に対応できるように
形成されている。
【００１０】
補助枕２は主体枕１の一側部に並べ、これらを１枚の袋体３で被包することにより枕を構
成している。この袋体３は、例えばコットンダンプルーフ加工が施されていると共に、防
虫・抗菌加工が施されている。この袋体３は、略正方形の２枚の布を重ね合わせ、その一
辺３ａを除く他の三辺３ｂ，３ｃおよび３ｄにステッチ６を設けることにより袋状に形成
されている。ステッチ６を設けない一辺３ａには略全長に亘って開口しており、この開口
部７にはファスナー８が縫い付けられている。
【００１１】
袋体３の上面における一側に偏った位置、つまり主体枕１と補助枕２とり境界部分に対応
する部位には補助枕２の長い方向に沿って長方形状のポケット９が形成されている。この
ポケット９は、長手方向の両側縁及び一端縁を袋体３に縫合し、他端縁を開口した形状で
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で、一端部に開口部を有するポケットを設ける一方、蕎麦殻、プラスチックチップ、檜
チップ、備長炭、ゼリー状の冷却物質を充填した冷却シート等の中身が異なり、しかも高
さ寸法が異なる複数種類の頸椎支持芯を用意し、前記頸椎支持芯を前記袋体のポケット内
に交換可能に選択的に挿入し、頸椎を支えることができるようにした



あり、その開口部１０からポケット９内に頸椎ｃを支える頸椎支持芯１１が交換可能に挿
入できるようになっている。
【００１２】
頸椎支持芯１１は、例えば帯状、蒲鉾状あるいは長方形状の中袋１２に蕎麦殻、プラスチ
ックチップ、檜チップ、備長炭、ゼリー状の冷却物質を充填した冷却シート等の中身１２
ａを詰め込んだ複数種類からなり、ポケット９と略同等の長さを有し、開口部１０から挿
入することにより、容易に抜け出ない断面積に形成されているが、高さ寸法は２～３ｃｍ
で、頸椎ｃの深さが個人個人でまちまちであることに対応できるように高さが複数種類用
意されている。そして、使用者の好みによって頸椎支持芯１１を選択し、ポケット９に挿
入できるようになっている。
【００１３】
このように構成された枕によれば、主体枕１によって頭部ａを支え、補助枕２によって首
部ｂを支えるとともに、頸椎支持芯１１によって頸椎ｃを支えることができ、自然体の寝
姿勢を保つことができる。また、頸椎支持芯１１は中身１２ａが異なるもの、高さが異な
るものが複数種類用意されているため、使用者の好みによって選択でき、また人によって
異なる頸椎ｃの深さに応じて選択できる。なお、前記実施形態においては、袋体３に１個
のポケット９を設け、１個の頸椎支持芯１１を挿入できるようにしたが、複数のポケット
を平行に設け、選択した１個のポケットに頸椎支持芯を挿入してもよく、それぞれのポケ
ットに異なる頸椎支持芯１１を挿入してもよい。
【００１５】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、次のような効果がある。
【００１６】
頭部を主体枕で支え、首部を補助枕で支え、かつ頸椎を頸椎支持芯で支えることができ、
自然体の寝姿勢を保つことができる。また、補助枕の長手方向が少なくとも３区画され、
その中間部を両端部より若干低くした略角柱状または略円柱状であるため、寝返りにも自
然に対応できる。さらに、頸椎支持芯は、中身が異なるもの、高さが異なるものが複数種
類用意されているため、使用者の好みによって選択でき、また人によって異なる頸椎の深
さに応じて選択できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施形態を示す枕の分解斜視図。
【図２】　同実施形態の枕の使用状態の縦断側面図。
【図３】　同実施形態の枕の縦断側面図。
【符号の説明】
１…主体枕、２…補助枕、３…袋体、９…ポケット、１１…頸椎支持芯
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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